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再販制 と返品制の同等性
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1序 論

我国では,書 籍,雑 誌やアパ レルなどの商品分野で,.小売業者が売 り残 した

商品が生産者へと返品されてい.る。新刊書やファッション性 の高い衣服などは

ある意味では"新 製品"で あ り,そ の販売には多 くの リスクが伴 う。市場取引

(買い取 り制)の もとで小売業者は,需 要低迷時における低価格での販売によ

る損失 を回避するために,注 文量を少なめに設定する。他方,返 品制 のもとで

は小売業者から生産者へ と販売 リスクが移転され るから,小 売業者による積極

的な注文が行 われ るようになる。また,小 売業者の注文量は小売マージンにも

依存するか ら,再 販制 のもとでのマージンの操作によって も,彼 らか ら多 くの

注文を引 き出す ことがで きる%

本稿では,.D㎝eck暫e,MarvelandPeck[1997]に 依拠 しつつ,真 の需要が

判明する前に生産が完了 し,そ の後は再生産が不可能な商品を想定 し,再 販制

と返品制の機 能について検討す る。.本稿の結論は,ま ず第1に,再 販制 と返品

制は,需 要不確実性下 において同 じ経済的機 能を果たす とい うことであ る%

また第2に,生 産者が自らの利益のために再販制(ま たは返品制)を 導入す る

1)返 品制 につい てはFlathandNariu[1989},Marvel..dPack[1995】 およびNarlu[1996]な

どを参 照の ことし また再 販制 につ いて はTelser[正960],GouldandPsesmn[1965],M司thew・

eonandWin【ef〔1983,19別]な どを参貝興のこ と。

.2)ReyandTirDle〔198Ii]が 指 摘 したよ う[ζ,確 実性 下 において は再 販制 とテ リ トリー制 とは 同.

じ経 済的効 果を持つが.こ の ことは不確実f1:下 で ぽ成立 しない。
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場合,消 費者厚生 もま.た向上する可能性が あるということである。 このことは,

著作物の再販制の見直 しを契機に再敗制を原則違法 にしょうとする"公 正取引.

委員.会けの試みに再考 を促 すことになろ う。以下の構成は,次 のとお りである。

まず次第では,モ デルを提示 した上で,垂 直的統合 と市場取引 という2つ の取

引様式の もとでの生産 ・販売戦略を検討す る。両者 を比較す ることか ら判 るこ

とは,市 場取引の もとでの小売業者全体の注文量(一 生産量)が 最悪の需要状

態が生 じた時の収入最大化販売量よりも多い場合には,そ の生産量は統合時の

最適水準よ りも少な くなるとい うことである。販売量ば生産量によって制約さ

れ るから,.市 場取引の もとでの過 少な注文量は,多 くの需要が生 じた時には

チ ャネルの販売を制限することになる。その結果,市 場取引の もとでの生産者

の(期 待)利 潤 も統合時よ り少な くなる。 この状況で生産者偉,他 の取引様式

を導入 レよ うとする誘因を持 とう。3節 で は,代 替的な取引様式として再販制

と返 品制を取 り..ヒげ,こ れらの取引様式が 同じ経済的な機能 を果たす ことを示

す とともに,こ れらの取引様式の導入によって消費者厚生が同上す る条件 を明

.らか にする.。最後に4節 でぽ,再 販制 と返 品制の相違点を示す と同時に,こ れ

らの取引様式 を規制す る独占禁止法の問題点 について議論す る。li.1℃'タil.傍.

C...:.i期:由 、、..蜜そ・き一覧∴.
Hモ デル=垂 直的統合 と市場取引..弱

二.†1….}…〆…:....」.1

経済には独占的生産者 と多数の競争的小売業者が存在 し,不 確実な市場需要

が需要関数または逆需要関数,

〃=ρ(ρ,S),orp=P〔Q,ゴ),....卜.ン 」'....(1)

で表 され るもの とする、 ここでPは 需要量,ρ は小 売価 格9は 販売量,∫

は生起する状態を示す確率変数であ る。以下では,確 率変数Sが 【Smi。,S㎜。]

の範囲に連続 に分布す るもの とし,そ の分布関数 をF(5)と す る'㌧,また,状

態5の もとで小売価格がゼ ロとな る販売量を9.,.(s)=sup{Q;君(◎5)>0}

3}確 率変数δの分布が離散的であっても,水稲の結論は成立する。この点についてはDe皿耽k.
ere、㎞ 巳1且且dP㏄k[1997]を参照のこと。
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再販制と返品制の同等性.〔475)3

と定義 し,す べ て の状 態 に お いてQm。.(5)>0と す る。 そ の上 で,.逆 需 要 関 数

の 形状 につ いて 次 の こ とが らを仮 定す る。

仮 定1:す べ ての 状態sに おい て,0<9<9脚(5).な る販 売 量9に つ い て,

ρε>0,Pg<0,2Pり 十P興Q〈0,P母 。>0が 成 立 す る澗1。

状態5に お け る販 売 収 入 をR(Q,5)=P(Q,∫)Qと 定 義す れば,上 の仮 定 よ

り,こ の関 数 は販 売 量9の 凹(concave)関 数[Rae=2Pp+PQgQく0]で あ る

か ら,こ れ を最大 にす る販売 量4"(5)は,Rg茜P+PgQ≡0よ り求 め られ る。

また,状 態5で の 収 入 を最 大 にす る小 売 価格 ρ痴(s)は,Rp=ρ+ρDρ=0よ り

求 め られ る。 こ こで,

ρ"(s)=P(em(5),5),andQ^(5)=D(p^(5),5).(2)

で あ り,以..ド で は,ρM(3)に つ い て次 の仮 定 を お く。

仮定2=ρ"(5)は 状態5の 非減少関数であ る[砂"/∂5≧0]。

生 産量Qば 状 態5が 明 らか にな る前 に決 定 さ れ,そ れ以 降 は変 更 で きな い

もの とす る。 それ ゆ え,小 売価 格 ρ を所 与 とす れ ば,状 態sで の販 売 量Qは,

9(4.b.s)=mi.IQ.D(p.s)}〔3)

で 与 え られ る。 また,生 産 費 用Cは 生.産量Qの 関 数 で あ り,そ の形 状 につ い

て 次 の仮 定 を お く。

.仮定 窪:C=C(Q>,CF>0,andC〃 ≧0.

最 後 に,生 産者 と小 売 業 者 ぽ状 態 生起 につい ての 同 じ確 率的 信 念 を持 ち,両 者

は と もに リス ク中 立 的で あ る とす る。

以 ドで ば,生 産 者が 小 売 業者 を 垂直 的 に統 合 してい る状 況 と,両 者 が 垂直 的

に分離 して 市場 取 引 を行 って い る状況 を検 討 した 上で,2つ の 取 引様 式 の も と

心P。=∂P徊9,Pg.=∂'P/dB∂sな どめように,関 数P(9,5)の ド付き変数は当該変数での偏微

分を表す.
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で の生 産 ・価 格 戦 略 を比 較す る。

z-1垂 直的統合(VrrHrdlntegration)

小売 業 者 を統 合 した牛.産者 は,状 態 が 明 らか に な る前 に生 産 を行 い,状 態 が

明 らか にな っ た後 に,生 起 した状 態 ∫に応 じて小 売価 格 ρ(5)を 設 定 す る もの

とす る。小 売 価 格 の設 定 に際 して は,生 産 は完 了 して お り,そ の意 味 で生 産費

は埋 没(sunk)し て い.る 。 した が っ て彼 ほ,生 産 量Qを 所 与 と して,状 態 ∫

の もとで の収 人 を最大 にす る よ うに小 売 価格 を設定 す る こと にな る。 この よ.う

な最 大化 問題 は,

maxR(p(3),S)=ρ(S)D(ρ(∫),5),W,r.t.,ρ(S)l

S.t.0ψ(∫),S)≦Q

と定 式化 され るか ら,制 約 条件 に伴 う未 定 乗数 を λ(s>と してLagrange式,

L=ρ(5)P(ρ(3),∫)一2(5)LD(ρ(5),ご)一Q1

を想 定す れ ば,極 大 化 の1.階 条 件 と して,次 式 が 導か れ る。

∂〃 砂(s)=0+PD,一 λ(3)D,=O,(4-1)

∂〃 ∂λ(5)=一 【1)φ(s),5)一Q]≧0,

え(5)(∂加 λ(s>)=0,and2(∫)≧0,.....:晦..轡)ξ て4-2).

こ こで,仮 に λ(5)>0で あれ ば,(4-2〕 式 はP(ρ(s),S)一qと な るか ら,最

適 小 売価 格 は ρ(s)=P(Q,5>と な る。 ごの 時,(4-1)式 はD+PD,=λ(s>D,〈0

とな る.逆 に λ(5)=0な らば,〈4-1)式V&D+ρPρ=0と な るか ら,最 適 価 格

は ρ(s,=♪ 解(s>と な る。 い ま,所 与 の生 産 量9を 販 売 す る小売 価 格 と収.入 を

最大 にす る価 格 とが 一 致す る.状態 をS(>3庶 》とす る[す なわ ち,P(9,S)罵

グ(∫)1。 こ の よ う な状 態 ∫は,代 替 的 に カ(P(Q,5>,S)=9=D(グ(5),5)

に よ って も定 義 され,そ れ は 生産.量9の 非 減 少 関 数 で あ る 「4銅9≧01。 こ

の と き最適 価 格 政策 は,:..:∴ 艀..

ρ(・)一ρ㎜(・),沿 く亀:.......・一..(5)

_p(Q,s),if5≧s,

一一
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再販創と返品制の同等性(477)5

.で与 えられ る。.すなわ ち,s〈 ∫な る状 態 にお いて は販売収 入R(ρ.の=.

pD(ρ,5)を 最大 にす る小売価格 グ 〔∫)が設定 され,s≧ ∫なる状態では生産量

Qが 制約となるため,販 売量Qは 収入最大化水準Q噴 ∫)を下回 り,小 売価格

P(Q,s)は 収.人最大化水準p^(s)を.ヒ 回る。

生産 量 の 決定

この よ う な価 格設 定 を考 慮 しつ つ,(小 売 業者 を統 合 した)生 産 者 は,生 起

す る状 態 が 明 らか に な る前 に生 産 量Qを 決 定 す る。 今,最 低 の 需 要状 態S。li、,

が 生 じた 時 の 収 入最 大 化販 売 量 を.Q㎝.と す る。 仮 に,生 産 量Qが この 水 準

軌i、 を下 回 る ので あ れ ば,∫(Q)〈Smi、 とな るか ら,小 売価 格 はす べ て の状 態

sに お い てP(Q,5)と な る 。 この時,状 態3に お ける 生産 者 の利 潤 は,

π(Q:5)=P(Q,s)Q-C(Q),foralls,

で 与 え られ るか ら,期 待 利 潤 は,

En「(Q=∫)=E[P(Q,s)9-CIQ)]

と表現 され る。 この状 況 で ば,小 売 業者 を統 合 した 生産 者 の意 思 決定 問 題 はr

ma.En(Q;S),w.r.t.9,

と定式 化 され るか ら,極 大 化 の1階 条件,

dEZτ(Q:5>忽Q=E[P(Q,s)十(∂1ヲ ∂Q)朋 一dC!冠Q二 〇,..(6>

よ り,最 適生 産 量 ぴ が 求 め られ る。 この と き,状 態3に お け る小売 価 格 は..

(5)式 よ り,

ρド1=P(9ゾ,s)foralls,......(6り

で 与 え られ る。 この 生 産.量 α が最 適 水 準 で あ るた め には,実 際 に ぴ ≦Om1。

で な けれ ば な らない 。

逆 に,(6)式 で決 ま る生 産量QFがQml,を.E回 る ので あ れ ば,状 態S(Qり

が 存 在 し,(5)式 で み た よ う に,状 態5<3に お.け る最 適 価 格 は ρ(5)≡ ゲ(5)

とな る。 こ の時 に は,状 態3に お け る生 産 者 の利 潤 は,

π(Q:5)=グ(ε)1)ψ 摺(∫)レs)一C(Q),ifs<S
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=P(Q ,s)Q-C(Q),ifs≧S,

と な る か ら,期 待 利 潤 は,...

En(Q:s)=E,〈5[♪ 蹴(5)D(か 辮(5),∫)一C(Q)1十Es>SIP(Q,∫)Q-C(Q)]

・表・れ… こで・磁]・ £ 目 ・・・… 恥 ∫㌔ 醐 を鰍

して い る 』

した が って,小 売 業 者 を統 合 した 生 産 者 の意 思 決 定 問題 は,

maxED「(Q:5),w.r.t.Q,

と定 式化 さ れ るか ら,極 大 化 の ユ階 条 件,

ゴE石「(9:5)んJQ=E,〉 ∫[P(Q,5)十(∂P/∂Q)Q]一dC/dQ=0,(7)

よ り,最:適 生 産 量QVI(>Qm互 。)が 求 め られ る。 この 時,状 態Sに お け る小 売

価 格 は,(5)式 よ り,

ργ」=ρ隅(3),if∫ 〈S(QFり,....(7つ

=P(QF1 ,s)iS≧5(Qγ り.

で 与 え られ る 。以 上 の議 論 は,次 の 命 題 に ま とめ られ る。

命 題0

垂 直 的 統 合 の も とで の最 適 生 産 ・.価格 戦 略 は,仮 に(6)式 で 決 ま る生 産 量

Q'がQ皿1。 以 下 で あ れ ば.[Case1],当 該 の量4Vが 最 適 生 産 量 で あ り,こ の

時 の 小 売 価 格 は(6り 式 で 与 え られ る。 逆 に,(6)式 で 決 ま る 生 産 量 が

Qγ〉(}出1。を充 たす な らば[Case2],最:適 生 産 量QF1は(7.)式 で 決 ま り,小

売 価 格 は(7)式 で 与 え られ る。

2-2市 場取引(MarketTransaction>

独 占的 な生 産 者 が,競 争 的 な小 売 業 者 を介 して,商 品 を販 売 す る もの とす る。

生 産 者 は 出 荷 価 格"を 設 定 し,小 売 業 者 は不 確 実 な 需 要 を考 慮 レつ つ,注 文

量を決定軽 ・これを受けて蛯 者は・.状態が明らかになる前に生産を完 「す

る 。
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再販制と返品制の同等性.(479)7

競 争 的小 売 市 場 で は,生 起 した状 態 の も とで の需 要D(ρ,5)と 所 与 の供 給 量

(=生 産 量Q)と が 一 致 す る水 準 に,小 売 価 格P=P(Q,s)が 設 定 さ れ る。 状

態5に お け る.小売 業 者 全 体 の 利 潤 は,出 荷 価 格 を"と す れ ば,

γ(s)亟[P(Q,3)一 副9

で 与 え られ るか ら,彼 ら の期 待 利 潤 は,

EY(3)ニ[EP(Q.3)一 躍]Q.

と表 さ れ る 。小 売 業 者 全 体 の 総 注 文 量 を知 る個 々 の小 売 業 者 は,期 待 利 潤 が 正

(負)で あ る限 り注 文 量 を増 や す(減 らす)か ら,競 争均 衡 に お け る期 待 利 潤

は ゼ ロ とな る 。す なわ ち,競 争 均 衡 で は,

EY(s)=0→EP(Q,s)=側,し..(8)

が 成 立 し,こ れ よ り,小 売 業 者 全 体 の 注 文 量Q(w)【4Q冠 躍=1/E(∂ 君㊨Q)<0】

が 決 定 さ れ る。.

生 産 量 の 決 定

この よ うな 小 売 業 者 の行 動 を念 頭 に おい て,生 産 者 は 自 らの利 潤,

17=wQ(w)一C(Q@)),

を最 大 に す る よ う に,出 荷 価格"を 設 定 す る』 こ こで,競 争 的 小 売 市 場 の 均

衡 条 件[(8)式]を 上 式 に代 入す れ ば,生 産 者 の意 思 決 定 問 題 は,

max17=EP(Q,∫)Q-C(Q),W.r.t.Q,

と定 式 化 され る。 そ れ ゆ え,極 大 化 の1階 条 件,.

ゴ〃 ゴQ=E[P(Q,5)十(∂P/∂Q)Qj-dC/冨Q=0,(9)

よb最 適 生 産 量QM「 が 求 め られ る5'。 この 時 の小 売 価 格 と出 荷 価 格 は,各 々,

P"「=P(QM「,∫),foralls,(9つ

がf「=躍(Q"「),

で 与 え られ る。 こ こで,関 数Pは 逆 需 要 関 数[(1)式]で あ り,関 数 障 は

(8)式 に よ って規 定 され る小 売 業 者 全 体 の 注文 関数Q(切 の逆 関 数 で あ る。

5)仮 定1お よ び2よ り,2階 の 条 件42朋Q2=E[2r,十PoqO1-C"<0は 充 た され るg
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2-3比 較.

垂 直 的 統 合 と市 場 取 引 の状 況 とを 比 較 す れ ば,(6)式 で 決 ま る生 産 量Qyが

Qml。 以 下 で あ れ ば[Case1],(6)式 と(9)式 は一 致 す るか ら,2つ の取 引様

式 の も とで の 生 産 量 は等 し くな る 「ぴ=AMT]。 と同 時 に,(6')式 と(9り 式 も

一 致 す るか ら
,状 態3に お け る小 売 価 格 ρ(s)さ らに は 販 売 量 ρ(5)も 一 致 す

る。 した が って,チ ャネ ル の期 待 利 潤 も等 しくな る。 こ こで,市 場 取 引 の もと

で の 競 争 的 な小 売 業 者 の期 待 利 潤 が ゼ ロで あ る こ とに留 意す れ ば,チ ャ.ネルの

期 待 利 潤 は す べ て生 産者 に帰 属 す るか ら,生 産 者 は 同 じ期 待 利 潤 を得 る こ と に

な る。

統 合 時 の 最 適 生 産 量Q四 が(7)式 で 決 ま る場 合[Case2]に は,.2つ の取

引様 式 の も とで の生 産 量 は一 致 しな い 。 この場 合 に は,問 題 の設 定 よ り明 らか

な こ とで は あ るが,統 合 時 にお け る生 産者 の期 待 利 潤 は市 場 取 引 の も とで よ り

も多 くな る。 ま た生 産 量 につ い て は,次 の命 題 が 成 立 す る。

命 題1・......

市 場 取 引 の も と で の 生 産 量 は,統 合 時 よ り も少 な い[Q四>QMτ]。

証 明1収 入 関 数 をR(Q,s)〒P(Q,s)Qと す れ ば,状 態Sで は 〔2胃=Q甥(S)

で あ る か ら,Rg(SQVII)_p(QVI,S)+QWP。(QF1,S)=0で あ る 。 ま

た,仮 定1[Ro、>0]よ り,3タ5な る状 態 で はRQ〔Qγ も3)〈0と な る 。

.そ れ ゆ え,

E5く5[P(Qy∫,3)十{2yJPg(ρ 胃,s)]〈0,..(10)

が 成 立 す る 。 統 合 時 の 最 適 生 産 量 は(7)式 を 充 た す か ら,市 場 取 引 の も と で,

こ れ と 同 量 の 生 産 を 行.う な ら ば,(10)式 よ り,

41τ 醒τ(Q胃)/dQ=E[P(Qγ',s)十Qy∫PQ(Q".5)}一C'(QVI)

=ゴEπF∬(QVI)/dQ十E∫ くs[P(QFf ,s)十Qy'PQ(Qγ',5)]

=E。 〈3[P(Qγ' ,3)十QWPQ(9レ1,5)]<0,

と な り,最 適 生 産 の 条 件[(9拭]を 充 た さ な ㌧・.こ こで 」%。 くoに 留 意 す れ
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ぱ,.Q胃>Qκ7が 導 か れ る。

前 述 した よ う に,統 合 時 の生 産量Q'が(6)式 で 決 まる場 合 に は,市 場 取 引

の もとで も統 合 時 と同 じ最:適生 産 ・価 格 戦 略 が 実 現 さ れ る.から,生 産者 に と っ

て 代 替 的 な取 引様 式 を導 入 す る誘 因 は な い。 他 方,統 合 時 の最 適 生 産 量QVI

が(7)式 に よ っ て決 ま る場 合 に は,市 場 取 引 の も とで の 生 産 量Q解 は 統 合 時

よ りも少 な く,生 産 者 の期 待 利 潤 もまた 少 な くな る 。 この状 況 で,仮 に垂 直 的

統 合 に多 大 な 費用 が か か るの で あ れ ば,生 産 者 は 自ら の利 益 の ため に他 の 取 引

様 式 を 導 入 し よ う と.試み る。 以 下 で は,.(6)式 で 決 定 さ れ る 生 産 量Qμ.が

Q耐 、よ りも.多く.[こ の こ と はQMT>Q皿 」.を意 味 して い る],統 合 時 の最 適 生

産 量Qwが(7)式 で 決 ま る場 合 を想 定 し,.代 替 的 取 引 様 式 と して 再 販 制 と返

品制 を取 り上 げて 検 討 す る。

m再 販制と返品制

市場取引のもとでの小売業者の過少な注文量(;生 産量)は,多 くの需要が.

生 じた場合,チ ャネルの販売量を制限する。この状況で,小 売業者か ら多くの

注文量を引き出すため.の方策として,再 販制または返品制がある。以下では,

再販制と返品制とがこの点において同じ効果を持つことを示す とともに,そ の

導入によって生産者の利潤および消費者厚生が増加す る条件を明らかにする。

3-1再 販 制

再販制のもとでは,生 産者が出荷価格"の みならず,再 販売価格(=小 売

価格)の 下限ρをも設定する。小売業者は,不 確実な需要を考慮 しつつ,注

文量を決定する。これを受けて生産者は,状 態が明らかになる前に生産を完了

する。

いま,下 限小売価格 ♪りもとで,所 与の生産量Qが 丁度売れる状態を5と

する。すなわち,状 態 §で6:P(Q,の=ρ が成立するのである。 このような状
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態3は,生 産 量 と下 限 小 売 価 格 に 依 存 し,関 数S,(})を 想.定 す れ ぼ,

∂s/ap>.0,∂ ∫βQ>0で あ る。 この 時,ρ,",お よ びQを 所 与 とす れ ば,状 態

.sに お ける小 売 価 格 は,

ρ=ρ,.if∫<互[sD(p,)<Q],..(11)

一p(Q ,∫)〉ρ,ifs≧ 垂[Dψ,5)≧Q],

で 与 え られ る。 した が っ て,状 態 ∫に お け る小 売業 者全 体 の利 潤 は,

Y(s)=1)1)(ρ,3)一 躍Q,ifs〈5,

=P(Q ,s)Q一 舐Q,ifs≧s,

で 与 え られ るか ら,彼 らの期 待 利 潤 は,

EY(5)=E<5ρ エ)(ρ,5)十E,>sp(Q,s)Q一 乱,Q,

と表 され る。 小 売 業 者全 体 の 総注 文 量 を知 る個 々の 小 売 業者 は,期 待 利 潤 が 正

(負)で あ るか ぎ り注 文 量 を 増 や す(減 らす)か ら,競 争均 衡 で の期 待 利 潤 は

ゼ ロ とな る。.すなわ ち 競 争均 衡 で は,ゼ ロ期 待 利 潤 条 件,

EY(5)=0→E5<5ρD(ヵ,∫)十Es>5P(Q,∫)Q=甜Q,(12)

よ り,小 売 業 者 全 体 の 注 文 量(2ψ,の が 決定 され る ので あ る。

生産 ■ の 決 定

この よ うな小 売 業 者 の 行 動 を念 頭 に お きつつ,生 産 者 は 自 らの 利 潤,

π=躍Q(h.zの 一C(Q(p,w))

を最 大 にす る よ うに,下 限 小 売 価 格 ρ お よび 出荷 価 格 ω を 設定 す る。 こ こで

(12)式 を考 慮 す れ ば,生 産 者 の意 思 決 定 問 題 は,

max∬=E,<,PD(p,3)十Es>5P(Q,s)Q-C(O),w.r.t.,pandQ

.と定 式 化 され る。 そ れ ゆ え,極 大化 の1階 条 件,

∂map=Es<ミ[D(か,s)十p(∂D/の}=0.(13)

∂II/∂9=E,〉 、[P(Q,s)十Q(∂P/∂Q)1-dC/dQ=0...(14).

よ り,最 適 な 下 限 小 売 価 格 が 酬 お よ び生 産 量 研 躍 を 求 め る こ とが で き る。

この と き,S配 用=5(ρ 刷,QRPめ とす れ ば,小 売 価 格 は(11)式 よ り,

閣

ヨ

ー
「

ヨ

ー
-

、

.

畠
璽
5ー



再販制 と返品制の同等性.〔483)11

ρ紀P盟.(3)=ePM,ifs<3尺PM,...(15).

=P(QRPM ,s),ifs≧s疋P甜,

で 与 え られ,ま た 出 荷 価 格 は,

.多伊RPハf=WRPM(ρ 丑PハもQRP慰),..(16)

で 与 え ら れ る 。 こ こ で 関 数 躍 π躍 は,p=pRPMの も とで(12)式 に よ っ て 規 定

さ れ る小 売 業 者 全 体 の 注 文 関 数Qψ 即 死 切 の 逆 関 数 で あ る 。

こ の と き,次 の 諸 命 題 が 成 立 す る[厳 密 な 数 学 的 証 明 に つ い て はDeneck-

ere,Ma・velandPeck[1997]を 参 照 の こ とユ。

命題2

仮に,市 場取引のもとでの生産量QMTが 最悪の需要状態が生じた場合の収

入最大化販売量Qml、 よりも多 げれば,か つその場合にのみ,生 産者は再販制.

の導入によって,市 場取引の場合よりも多 くの(期 待〉利潤を得る。

命題3

仮に,再 販制のもとでの小売価格の期待値E西R珊 が市場取引のもとでめ期

待小売価格EρM『 よ りも低ければ,再 販制の導入によって,生 産者の(期 待)・

利潤のみならず,消 費者余剰 もまた.市場取引の場.合よ りも多くなる。

噛命題3は
,再 販制の導入によって,生 産者が市場取引 と.比べて多 くの(期

待)利 潤 を獲得するのみな らず,消 費者厚生を も向上させ る条件[E〆 凹

くEρ解]を 明らかに している。.ここで小売業.者の期待利潤がゼロであるζと

に留意すれば,.こ の条件が充たされるならば,再 販制の導入によって経済厚生

が向上することになる。それゆえ,再 販制を独占禁止法にもとづいて禁止する

ことは,需 要が不確実な状況においては疑問である。

3-2返 品制.

返 品 制 の も と.では,小 売 業 者 が.売 り残 し た 商 品 は メ ー カ ー へ 返 品 さ れ る。
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∬(s)=ω ρ(あ 切 一'[Q(4躍)一D(t,5)】 一c(Q(却 〃)),if∫ 〈5,

="Q(ム 切 一C(Q(高 給) ,iS≧s,

で あ る か ら,期 待 利 潤 は,

E刀 「(3>=zθQ(',zの一ES〈 寧'[Q(f;卸)一.P(渉,5)】一C(Q(',zσ)),

で 表 さ れ る 。 こ こ で(18)式 を 考 慮 す れ ば,上 式 は,

En(Q,∫;s).=[E,<5'十E,>3P(Q,ε)]Q-E∫<5'[Q-0(',s>]一C(Q>

=E 。<5旺)(ち ∫)十E5>εP(Q,s)Q-C(Q),

と 改 め ら れ る か ら,生 産.者 の 意 思 決 定 問 題 は,

maxE17=Es<stD(ち5)十Es>X(Q,∫)9-C(9),w.r.t.,tandQ,..

と 定 式 化 さ れ る。 そ れ ゆ え,極 大 化 の ↓階 条 件,

∂Ell/∂Q=Es>JP(Q,3)→ 一Q(∂Pノ ∂Q)]一{」(ン 冨O=6...(19)

∂E17/∂'=E、 〈5[D(',s)十'(∂Dear)】=0,(20)

よ り,最 適 な.買 い 戻 し 価 格'岬 お よ び 生 産 量Q"Rを 求 め る こ と が で き る 。

こ の と き,∫ 螺=3(四 π.QLAR)と す れ ば,小 売 価 格 は(17)式 よ り,.

ρMR(3>=轡R,匠5<§ 潮R,....(21)

=P(α4R .5),.S≧3MR.

で 与 え られ,.ま た 出 荷 価 格 は,

"乙4R苫 躍 掴冊('正4尺,QTR),..(22)

で 与 え ら れ る 。 こ こ.で 関 数 躍 琳 は,'='撫 の.も とで(18)式 に よ っ.て 規 定 さ.

れ る小 売 業.者 全 体 の 注 文 関 数Q(あ 切 の 逆 関 数 で あ る 。

い ま 仮 にQLAB≧P('侃R,5m。 。)な ら ば,P(9螺,3m、.)≦r[s(QLARtMR)≧

Sm餌]で あ り,こ の と き に は ∂Eル ∂9=一dC/dQ<0と な る か ら,均 衡 条 件

[(21)式]は 成 立 し な い 。 し た が っ て,均 衡 で の 生 産 量Q螺 は,買 い 戻 し価

格 轡3の も と で の 最 大 需 要 量 以 下 で な け れ ぼ な ら な い 。 す な わ ち,.

Q狙R(〆Aπ,躍 皿R)〈P(押 κ,Soy,),(23)

が 成 立 す る 。 ま た 仮 にtux=ガ 昭 で あ れ ば,(16)式 よ りE,〉 。P(Q胡 π,の'MR

と な る か ら,Q轍=D(tux,5皿.)が 導 か れ る 。 と は い え,こ の 状 態 は(23)式
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∬(s)="Q(t,w>ら'[Q(高 躍)一 ρ(',∫)]一C(Q(',勿)),if∫<S,

=wQ(t ,徳)一C(Q(',切),.亜 ∫≧s,

で あ る か ら,期 待 利 潤 は,

』En(5);躍9('
,脚)一E5〈 ♂[Q(4躍)一D(t,5)]一C(Q(あ の),

で 表 さ れ る 。 こ こ で(18)式 を 考 慮 す れ ば,上 式 は,

EI「(Q,';5>=[E,〈 ∫'十Es>sP(Q,s)]Q-Es〈8'[9-D(4s)]一C(Q)

=E
,〈JD(45)十E5塑P(Q,ε)Q-C(Q),

と改 め られ る か ら,生 産 者 の 意 思 決 定 問 題 は,

maxEll=E、4P(',3)+E、 〉写P(e,s)Q-C(Q),w.r.t.,tandQ,

と定 式 化 さ れ る 。 そ れ ゆ え,極 大 化 の ↓階 条 件,

∂E1〃 ∂Q=E、 〉、[P(Q,5)十Q(∂P/∂Q)]二4C忽Q=6(19)

∂E刀7∂'=E∫ く3[ρ(`,3)十'{∂U/∂')]罵0,..(20)

よ り,最 適 な 買 い 戻 し価 格'岬 お よ び 生 産 量QMRを 求 め る こ と が で き る 。

こ の と き,5MR=s(t`"",Q螺)と す れ ば,小 売 価 格 は(17)式 よ り,

〆 紐(s)=t"R,茸5<Six,..(21)

一_p(era ,s),iS≧ ε昂R,

で 与 え ら れ,.ま.た 出 荷 価 格 は,

麗Fゐ4丑=レγム4疋('L4R,9…),..(22)

で 与 え ら れ る 。 こ こ で 関 数 躍"Rは,'=tLARの.も と で(18)式 に よ っ て 規 定 さ

れ る小 売 業 者 全 体 の 注 文 関 数Q(ち 切 の 逆 関 数 で あ る 。

い ま 仮 にQLAR≧D(〆 溜,5m..).な ら ば,P(QMR,∫m、 。)≦'[S(QMR,'MR)≧

$max】 で あ り,こ の と き に は ∂Ell/∂Q=一dα4Q〈0と な る か ら,均 衡 条 件

[(21)式]は 成 立 し な い 。 し た が っ て,均 衡 で の 生 産 量Q"Rは,買 い 戻 し価

格 理 君 の も とで の 最 大 需 要 量 以 下 で な け れ ば な ら な い 。 す な わ ち,

9岬(押 丑,碑 尺)<D('燃,5㎜.),.(23).

が 成 立 す る 。 ま た 仮 に 吾朋=げ 朋 で あ れ ば,(16)式 よ りEs>,P(Q細,3)'胡 丑

と な る か ら,Q乙 朋=DαMR,Smゆ が 導 か れ る 。 と は い え,こ の 状 態 は(23)式
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を 充 た さ な い が ゆ え に 均 衡 で は な い。 こ こで ∂9/伽 く0に 留 意 す れ ば.,押 π

〈 躍岬 が 導か れ る 。 す な わ ち,返 品 制 の も.とで の買 い 戻 し価 格 が朋 は,そ こ

で の 出荷 価 格 甜㎝ よ りも低 く設 定 され る こ とに な る。

さ らに,(13)一(14)式 と(19>一(20)式 を 比較 すれ ば,次 の命 題 が 導 か れ る。

命 題4

返 品 制 の 屯 とで の 生 産 量Q岬 は再 販 制 の も とで の生 産量QRPMと 一 致 し,

返 品 制 の も とで の 買 い戻 し価 格 押 尺は再 販 制 の も とで の 下 限小 売価 格PRPMと

一 致 す る
。 こ の時,状 態5に お け る 小 売 価 格 お よ び販 売 量 も2つ の取 引様 式

の も とで 一 致 す るか ら,生 産 者 の期 待 利 潤 お よ び消 費 者 余剰 もま た一 致 す る。

この 命 題 の 成 立 は,次 の.ように して直 観 的 に理 解 す る こ とが で きる 。返 品制

の も とで は,買 い 戻 し価 格'未 満 の価 格 で 消 費者 に販 売 す る よ りは,生 産者 に

返 品す る方 が 小 売 業 者 に と って 有利 で あ る 。 そ の意 味 で,買 い 戻 し価 格'は,

再 販 制 の も とで の 最 低 小 売 価 格 ρ と同 じ く下 限 小 売 価 格 と して 機 能 す る。 い ・

ま仮 に 轡R=ρ 丑躍 で あ り,2つ の 取 引 様 式 の も とで の生 産 量 が 等 しい もの と

す る[Q島 』QR躍;Q]。 こ の時,下 限 価 格 の も とで 生 産 量Qが 丁 度 売 れ る

状 態5も ま た 一 致 す る[§L脈=£('蹴,Q]=罫 ρ脚,Q)=互 脚1。 そ れ ゆ え,廼

(15>式 と(21)式 か ら 明 らか な よ う'に,任 意 の状 態3に お い て,返 品 制 の も と

で の小 売 価 格PLAN(5)は 再 販 制 の もとで の小 売 価 格PRPM/S)と 一 致 す る。 と同

時 に,1図 に 示 さ れ る よ う に,販 売 量 もま た 一 致 す る%そ れ ゆ え,任 意 の 状.

態3に お い て,チ ャネ ル の販 売 額 は一 致 し,期 待 販 売 額 も また 一一一致 す る こ と

に な る。

こ こで,生 産 者 は 押 尺 とPRPMを(一 致 す る よ う に)自 由 に 設 定 で きる こ と

に留 意 しよ う。 こ の と き,仮 に2つ の取 引 様 式 の もとで の 生 産 量 が 一 致:すれ ば,

チ ャ ネ ルの 生 産 費 用C(Q)も 一 致 す るか ら,チ ャ ネ ルの 期 待利 潤 も一 致 す る。

7)Q(Q乙4忍.ρ 螺(3),δ)=m血{O`朋.Dψ"思(∫ 〉.5)}

=m血{9RF鱈Pψ 酬 〔ε),3)}=Q(QκPκ,が'翌(5}.5).

嘘
.
.
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確かに,生 産量は小売業者全体の注文量を反映するが,そ れは出荷価格の減少

関数である。したが って生産者は,出 荷価格を適切に操作することによって,

小売業者から適切な注文量を引き出すことがで きる。このような出荷価格は,

Q螺=酬 冊 および'螺=戸 田 を前提 とすれば,(12)式 とq8)式 より,売 れ

残 りが返品可能か否かに.応じて 初島尺〉証酬 となろう%

このように生産者が適切な出荷価格を設定すれば,2つ の取引様式のもとで.

小売業者全体から同 じ水準の注文量Q螺=Qκ 躍 を引 き出す ことができるか

ら,チ ャネル全体の期待利潤が一致する。他面,競 争的な小売市場では,小 売

業者の期待利潤はゼロであるから,チ ャネルの期待利潤はすべて生産者に帰属

することになり,再 販制および返品制のもとでのチャネルの期待利潤は一致す

8)仮 に9姫=Q鯉M=9,幽 思=ρ鯉暫で あれば,∫L耀=∫ κ附=3で あ る。 この とき,返 品制の もと

で の均衡出荷価格 卸僻 においては,(18)式 よ り.

E.",t`""R="儒 πG-E…P(Q,s)Q

が成立 してい る。それゆえ,∫ 〈sに おい てDψ,∫ 〕〈Qで あ ることに留意すれば,仮 に再販制の

もとでの 出荷 価格"を 返 品制の もとでの均衡 出荷価格 と.一一致す る水準 に設 定 した とすれば,

(12)式 よ りE。く4)(ρ、s)<E。♂9=E,72(9,3)Qと なるから,再 販制の もとでの小 売業 者の期.

待利潤 は負 とな る。 ここで,再 販 制の均衡で は,出 荷価格の減少関数である小売業者の期待利潤

が ゼロとなることに留意すれば,再 販制の もとでの均衡出荷価格 が 躍 が返 品制の もとで の均衡

.山荷価格 躍M2よ りも高 く設定 され ることは明 らかであ る。
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.る。 す なわ ち,再 販 制 の も とで の(生 産 者 の期 待 利 潤 を最 大 化 す る戦 略 を 含

む)任 意 の 価格 ・生産 戦 略[が ♂躍(s),Q鯉 朔 は,買 い戻 し価 格 を 最 低小 売 価 格

と した[幽 』PRPM]上 で,再 販 制 の も とで の 注 文 量 と等 しい 注 文 量[Q"』

.d'RPM]を 小 売 業 者 か ら引 き出 す よ う に 出荷 価 格 躍岬 を設 定す れ ぼ,返 品 制 の.

も とで も複 製す る こ とが で ぎ るので あ る。 この と き,.2つ の 取 引 様 式 の も とで,

す べ て の状 態5に お け る小 売 価 格 お よび 販 売 量 が 一 致 す るか ら,チ ャ ネ ル の.

販 売収 入 のみ な らず 消 費 者 余剰 も また一 致 す る。 その 結 果,チ ャ ネル 〔また は

生 産者)の 期 待 収 入 や 期待 利 潤,さ らに は期 待 消 費 者 余 剰 も一 致 す るの で あ る。

逆 に,返 品制 の も とで の任 意 の価 格 ・生 産 戦略 も,適 切 な再 販 売 価格[が 朋=

.押 勺 と出 荷 価 格 がPκ を設 定 す れ ば,再 販 制 の も とで も複 製 す る こ とが で き

る。 そ の意 味 で,返 品 制 の も とで の均 衡 は再 販 制 の もとで の 均 衡 と完全 に一 致

す るか ら,次 の諸 命題 が導 か れ る。

命 題5.

仮 に,.市 場 取 引 の も とで の 生 産 量QMTが,最 悪 の 需 要 状 態 が 生 じた時 の収

入 最 大 化 販 売 量Qmi。 よ り も多 けれ ば,か つ そ の 時 に の み,生 産 者 は返 品制 の

導 入 に よ っ て,市 場 取 引 の場 合 よ りも多 くの期 待 利 潤 を得 る。

命題6

仮に,返 品制のもとでの小売価格の期待値Eρ 瑠 が市場取引の もとでの小

売価格の期待値Eか 耀 よりも低ければ,返 品制の導入によって,生 産者は多 く

の期待利潤を得ると同時に,消 費者余剰 もまた市場取引の場合よりも多 くなる。

IV結 びに代えて

本稿では,需 要の状態が明らかになる前に生産量が決定され,追 加的な生産

には多 くの費用がかかる商品を念頭において,対 称的な需要情報を持つリスク

中立的な生産者と小売業者 との間でのさまざまな取引様式について検討した。

市場取引のもとで,小 売業者の注文量が少なく設定される場合には,生 産量も

y
疇
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また少なくなり,多 くの需要が生じたとしてもチャネルの販売量は制限される6

この状況で,小 売業者から多 くの注文量を引き出すための方策として再販制と

返品制があ り,こ の点において2つ の取引様式は同じ効果を持っている。仮に

市場取引の もとでの生産量が,最 悪の需要状態が生 じた時の収入最大化販売量

よりも多ければ,か つその時にのみ,生 産者は再販制や返品制の導入によって,

市場取引の場合よりも多くの期待利潤を得ることができる。また,仮 に再販制

や返品制のもとでの小売価格の期待値が市場取引のもとでの小売価格の期待値

よりも低ければ,再 販制または返品制を導入することによって,生 産者の期待

利潤は市場取引の場合よりも多くなる。のみならず,消 費者の厚生 もまた向上

するのである。

再販制と返品制とは,い かなる点で異なるのか。返品制のもとで.は,多 くの

(販売)リ スクは生産者によって負担され,再 販制の もとでは小売業者によっ

て負担される。.したがって,生 産者がリスク中立的で小売業者が リスク回避的

な場合には,返 品制は望ましいリスク配分を導く。また,生 産者が需要につい

ての私的な情報を持つ場合,仮 に返品が認められないのであれば,彼 は小売業

者の注文量を増やすために,自 らの私的な需要情報を歪めて伝達 しようとす る。

このことを予想する小売業者は,生 産者が開示する情報を信用 しないであろう。

返品制のもとでは,過 大な生産は生産者の損失 となるから,需 要情報を過大に.

伝える誘因は存在 しない。その意味で,返 品制は生産者から小売業者への円滑

な情報伝達を可能にする。

最後に,独 占禁止法にもとつく流通規制についてふれておこ.う。近年,新 聞

や書籍をはじめとする著作物の再販制の見直 しを契機に,再 販制を原則違法 と

.する動きがある。しかしながら,命 題3か ら明らかなように,需 要不確実性下

では,再 販制o導 入によって生産者の期待利潤のみならず,消 費者厚生 もまた

向上する可能性がある。流通政策の目的が消費者厚生の向上にあるとすれば,

再販制を"原 則違法"と する.ことには疑問を感 じざるを得ない。また命題4に

示されるように,再 販制 と返品制 とは同じ経済的効果を持つ。にもかかわらず,

,
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再 販 制 が 違 法 とさ れ て い る の にた い して,返 品 制 は ほ とん ど規 制 され てい なし1。

確 か に,チ ャネ ル内部 で の情 報 伝 達 や リス ク配 分 の 側 面で,再 販 制 と返 品制 は

異 って.いる。 しか しな が ら,再 販 制 と返 品 制 の 独 占 禁 止 法 上 の取 扱 い の相 違 が

これ ら の側 面 に も とづ い て い る とは思 えず,そ の 意 味 で,経 済 理論 と整 合 的 で

あ る とは言 い 難 い 。
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